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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」－気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「ＷＥＢＱＵを活用し、学級の安定と活性化を図る」

学校教育目標重点 「確かな学力の育成」・「小中連携」

大きな成果を得た外川先生の保健体育科の学習指導

6月9日（金）に外川先生が、一年生の保健体育の学習指導を公開しました。この公開授業を、

富士・東部教育事務所（県教委）の小俣先生にも指導をして頂きました。当日16：30分からは、部

活動の指導と研究会を並行し、働き方改革と総体に向けての取り組みを両立しました。

富士・東部教育事務所の小俣先生の指導

① 学習目標を達成するための学習単元の組み立てがとても良い。

② 主体的な一年生の発言を受けとめながら、学習指導を目標達成に向けて展開できたこと
がとても良かった。

③ 授業規律が定着していてとても良い学年・学級である。

④ 単元を通して「一人一人の健康に役立つ学習課題」が設定されており、今求められてい
る「学習の個別化」に繋がる指導として評価できる。

⑤ 校内の人材育成の体制を生かし、この学習指導を参考に今後も努力して欲しい。

班の3つの機能による「安定」と「単元を貫く課題解決学習」による主体性の高さを評価

生活の中で「運動が無い」とどんな悪影響が出るかについて各自が自分の意見を形成する



机間指導で考えや根拠を確認する外川先生 自分の考えを発表する生徒の様子

自分の考えを発表し、友人と交流する生徒 小学校の先生も学習指導を参観し連携を推進

心や体に運動が与える影響について発表 様々な意見を比較分類して視覚化

保健体育科の学習指導を公開し研究会をする価値

① 「運動」に関わる学習公開がほとんどで、保健体育科の学習指導の公開・研究会自体が
とても貴重である。

② 運動と食事と休養が、心と体の「健康」 にどのように関連しているかを学ぶ学習は、生涯
に渡って重要である。

③ 世界では日本と中国の子供が、「生活習慣病」（小児成人病）の割合がとても高い現状。



学校教育指導重点 「居心地良く、やる気のある学級づくり」・「確かな学力の育成」

外川先生の学習指導から学ぶ

高村先生の学習指導に続き、外川先生も保健体育科の学習指導を公開してくれました。この

実践からの学びを、今後の小中学校の学習指導に生かしたいと思います。

１ 学習指導における「規律」が定着しており、「安定」を基盤に言語活動量や交流等を増や
すことができる集団づくりが出来ている。
このことは、小学校と中学校の連携した指導で成立し、生徒・学年職員の努力の成果で
ある。

２ 人間関係の充実は、言語活動の充実に直結する。そして、学力にも大きな影響を及ぼ
す。※全学年ともに、個人差はあるが全国平均以上の学力保障。

３ 新学習指導要領の3観点の学力は、「結果」より、学びの過程や「認知能力を重要視」し
ている。

学力 ① 知識・技能の「活用」 ・・・・単なる知識の穴埋め問題ではない

② 思考力・判断力・表現力・・・・思考・判断・表現は、数値や点数で表現が難しい

③ 主体的に学習に取り組む態度

・・・・目標と自分の実力の「調整力」と「粘り強く」学習に取り組む態度

↓
○今後の社会は、答えが一つの単純な問題解決能力（正解主義）では対応出来ない。

○答えが拡散する学習課題や生活に役立つ学びで、主体性を向上させる。

４ 学習目標を学習指導要領から設定し、各自の健康に関わる課題を
発見させ、それを改善するための方策を各自に追求させる学習。
これを、「単元を貫く課題解決学習」で実現している。

５ 単元の「評価」設定は、国立教育政策研究所や教科書会社の設定
より適切に設定されている。

６ 小学校から参加して下さった先生や、本校の教員が真剣に関わり
助言・指導をしていた協働性と主体性の高さ。

７ 一年生の「学びに一生懸命な姿」。生徒から教員も学ぶ、「学びの意欲の大切さ」。

研究主任の高村先生 学び合い、助言してくれた「三浦先生」・「鈴木先生」・「天野先生」



昨年度の総体を伝えた学校通信より

明日は、総合体育大会。3年間の思いとチームワークを大切に、心に残る大会にしましょう。

合同チームで努力してきた野球部の3年生

外野手の景己さん 千莉さん 雅也さん 内野手の紫龍さん

少人数でも努力し続けてきたバドミントン部の3年生

白井 絢花さん 佐藤 舞桜さん
あ や か ま お

一生懸命なプレーで観客を沸かせた男子卓球部 礼儀とマナーの良さが伝統 女子卓球部


